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Ⅰ．研究目的

　実験1で，経験者における注意の向け方と
フィードバック頻度の関係を明らかにしたWulf 
et al.（2002）の先行研究の普遍性を確かめるた
めに追試を行い，実験2で，未経験者における注
意の向け方とフィードバック頻度の関係を明らか
にすることを本研究の目的とする．

Ⅱ．方法

1）対象者
　実験1の対象者は，サッカー経験者の大学生・
大学院生（18歳から26歳）の計32名であった．
実験2の対象者は，サッカー未経験者の大学生・
大学院生（18歳から24歳）の計32名であった．
2）課題及び装置
　課題はWulf et al. （2002）と同様の実験装置を
用い，対象者に15m先のゴール内に吊るされた
標的に向けてボールを蹴るループパスを行わせ
た．標的は1.4mの正方形で，その底辺が地面よ
り1.0mの高さになるように設定した．標的の中
心部分は0.8m×0.8mの正方形で，標的の中心に
当たった場合は3点とし，それより1辺が0.3m長
くなった枠に当たった場合は2点，さらに1辺が
0.3m長くなった外枠に当たった場合は1点とし
た．標的に当たらなかった場合は，0点とした．
また，実験1おいては，蹴ったボールがライナー
性にならないように，ボールを蹴る際の高さの基
準として，蹴る位置とゴールの中間の7.5mの地
点に高さ約2.0mの障害物を設置した．実験2に
おいては，未経験者はボールを下に置いた状態で

障害物を越えるようなループパスでは，課題が高
いと判断したため，対象者に手で持った状態で
ボールを蹴るように指示をした．
3）実験手順
　実験1と2の両方において，1日目の練習開始
前に群間差を検討するために，言語フィードバッ
クを伴わないプレテストを10試行行わせた． 1
日目から3日目は練習試行として，各日10試行行
わせた．言語フィードバック100%の2群は毎試
行後，33%の2群は3試行毎にそれぞれ動きに関
する言語フィードバックが与えられた．また，
フィードバックは，5つ（表1）の中から，最も
改善が必要と実験者が判断したものを選んだ．4
日目は言語フィードバックを伴わない保持テスト
を10試行行わせた．
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表1　言語フィードバック

経験者
External Focus群
⑴ 　ボールを浮かせるため，ボールの中心より下を蹴ってください。
⑵ 　ボールの後ろに位置して，ボールより前に出ないように，そして身体を後

ろに傾けてください。
⑶ 　他の選手にパスするつもりで，標的に向けてボールを蹴ってください。
⑷ 　ボールを蹴る前には，ゴルフクラブを振るように長いテコの原理を用いて

ください。
⑸ 　勢いよくボールを蹴るため，できるだけ長い時間振り子のような運動を作っ

てください。
Internal Focus群
⑴ 　ボールを浮かせるために，ボールの中心より下に足を当ててください。
⑵ 　身体重心と軸足はボールの後ろ側についてください。
⑶ 　足首を伸ばして固定し，足の甲をボールに当ててください。
⑷ 　脚を後方に蹴る際には，膝を曲げたままにし，ボールを蹴る直前に伸ばし

てください。
⑸ 　勢いよくボールを蹴るため，脚の振りはできるだけ大きくしてください。
※ フィードバックの内容は先行研究（G Wulfet al.2002）を参考にし，分かりに

くい表現の一部を改変した。変更した部分については下線部を引いた。
未経験者
Extemal Focus群
⑴ 　ボールの下を蹴ってください。
⑵ 　他の人にパスするつもりで蹴ってください。
⑶ 　ボールの軌道を意識してください。
⑷ 　身体を的に向けてください。
⑸　ボールを蹴るときに足先を的に向けてください。
Internal Focus群
⑴　ボールの足の甲を当ててください。
⑵　ボールを蹴るときに足首を固定してください。
⑶　足の蹴りを一定にしてください。
⑷　身体をまっすぐにしてください。
⑸　足先をまっすぐにしてください。
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4）群分け
　実験1と2の両方において，対象者は以下の4
群のいずれかに8名ずつランダムで割り当てられ
た．External Focusは言語フィードバックの内
容が身体外部へ向けるものであり，Internal 
Focusでは言語フィードバックの内容が身体へ向
けるものであった． 
⑴ 　External Focus /フィードバック頻度100%

群（以後，100% EXと略す）
⑵ 　External Focus /フィードバック頻度33%群
（以後，33% EXと略す）

⑶ 　Internal Focus /フィードバック頻度100%群
（以後，100% INと略す）

⑷ 　Internal Focus /フィードバック頻度33%群
（以後，33% INと略す）

Ⅲ．結果と考察

　実験1の平均得点を図1に，実験2の平均得点
を図2にそれぞれ示した．

図 1　実験1における全試行の平均得点

図 2　実験2における全試行の平均得点

1）注意の向け方について
　プレテストについては，各群の成績に差はみ
られなかった．
　練習試行については，経験者は1日目から3
日目にかけて平均得点が有意に高くなっている

ことから，いずれの群も学習効果がみられた．
ま た，External Focusフ ィ ー ド バ ッ ク が
Internal Focusフィードバックに比べて平均得
点が高かった．この結果は，Wulf et al.（2002）
の先行研究の結果を支持している．経験者は経
験したことのある課題であったため1日目から
運動の自動化に近い段階であり，Internal 
Focusフィードバックを与えることが運動を阻
害したと考えられる．これに対して、未経験者
は1日目と2日目に平均得点の差はなかったが，
3日目にExternal Focus群がInternal Focus群
より平均得点が高くなった．1日目と2日目の
平均得点に差がみられなかったのは，学習者が
潜在的に学習している段階であり，学習効果が
現れなかったと考えられる．しかし，3日目に
は課題に慣れ，少しずつ注意の向け方の差が現
れてきたと考えられる．初心者を自動段階に至
らせるためには，注意を自身の運動からそらす
ような指示を行うアプローチが有効である

（Singer, 1985）ことから，External Focusフィー
ドバックはその効果があったと考えられる．し
かし，Internal Focusフィードバックは自身の
運動に注意を向けさせすぎたため，パフォーマ
ンスを阻害したと考えられる．
　保持テストについては，経験者と未経験者の
両方でExternal Focus群がInternal Focus群に
比べて平均得点が高かった．これにより，学習
の初期段階では注意の向け方に違いがみられな
かった未経験者においても，外的なものに注意
を向けることが有効であることが示唆された．
2）フィードバック頻度について
　経験者と未経験者ともに，練習試行と保持テ
ストにおいてフィードバック頻度の差はみられ
なかった．この点については、以下の要因が関
わっていると考えられる．
　本研究の課題では，対象者は自分の蹴った
ボールが見えており，実験者による動きに関す
るフィードバックの他に対象者自身が視覚から
運動結果に関するフィードバックを利用してエ
ラーを修正していたと考えられる．つまり，動
きに関するフィードバックがない試行時は視覚
からの運動結果に関するフィードバックを活用
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したため，結果的にいずれの群とも毎試行
フィードバックを得ていたことになる．これに
より，フィードバック頻度による差がみられな
かったと考えられる．

Ⅳ．結論

　フィードバック頻度の差はみられなかったが，
未経験者においても、経験者と同様にExternal 
FocusフィードバックはInternal Focusフィード
バックよりも有効であった．
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